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10月15日〜11月16日

政
府
の
税
制
調
査
会（
平
成
24
年
度
第
３
回
） 

に
、
本
会
相
談
役
の
野
村
・
萩
市
長
が
出
席

　

10
月
25
日
、
政
府
の
税
制
調
査
会
（
平
成
24
年
度

第
３
回
）
が
開
催
さ
れ
、
平
成
25
年
度
税
制
改
正
に

向
け
、
地
方
団
体
（
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、

全
国
町
村
会
）と
の
意
見
交
換
等
が
行
わ
れ
た
。

　

本
会
か
ら
は
相
談
役
の
野
村
・
萩
市
長
が
出
席

し
、「
平
成
25
年
度
都
市
税
制
改
正
に
関
す
る
意
見
」

（
平
成
24
年
８
月
決
定
）
を
基
に
、
特
に
、
以
下
の

５
項
目
に
つ
い
て
発
言
し
た
。

　

①
車
体
課
税
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
重
量
税
（
国

税
）
の
税
収
の
約
４
割
が
譲
与
税
と
し
て
、
自
動
車

取
得
税
（
都
道
府
県
税
）
の
約
７
割
が
交
付
金
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
市
町
村
に
配
分
さ
れ
て
お
り
、
両
税

は
都
市
自
治
体
に
と
っ
て
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い

る
。
仮
に
、
両
税
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
都
市
自
治
体

の
貴
重
な
財
源
も
失
わ
れ
、
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状

況
に
な
り
、
代
替
財
源
を
講
じ
る
こ
と
な
し
に
一
方

的
な
廃
止
は
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
現
行
制

度
は
堅
持
す
べ
き
で
あ
る
。

　

②
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
（
都
道
府
県
税
）
に
つ
い
て

は
、
そ
の
税
収
の
７
割
が
交
付
金
と
し
て
ゴ
ル
フ
場

所
在
市
町
村
に
交
付
さ
れ
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
場
関
連

の
財
政
需
要
に
要
す
る
大
変
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
行
制
度
を
堅
持
す
べ
き
で
あ
る
。

　

③
都
市
自
治
体
の
基
幹
税
で
あ
る
固
定
資
産
税
の

償
却
資
産
課
税
の
う
ち
、「
機
械
及
び
装
置
」の
新
規

設
備
投
資
分
の
非
課
税
及
び
長
期
保
有
分
の
段
階
的

廃
止
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
年
６
０
０
０
億
円
近

い
減
収
が
見
込
ま
れ
、
都
市
自
治
体
の
財
政
運
営
に

支
障
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
行
制
度

は
堅
持
す
べ
き
で
あ
る
。

　

④
環
境
施
策
に
係
る
地
方
の
役
割
に
応
じ
た
地
方

税
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
な

ど
環
境
施
策
に
お
い
て
都
市
自
治
体
の
果
た
し
て
い

る
役
割
及
び
財
政
負
担
を
十
分
勘
案
し
、
そ
の
役
割

等
に
応
じ
た
税
財
源
を
確
保
す
る
仕
組
み
を
構
築
す

べ
き
で
あ
る
。

　

⑤
住
宅
取
得
対
策
と
し
て
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
見

直
し
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
、
国
の
政
策
減
税
に

伴
う
税
額
控
除
は
所
得
税
（
国
税
）
で
行
う
べ
き
も
の

で
あ
り
、
仮
に
、
個
人
住
民
税
（
地
方
税
）
に
影
響
を

及
ぼ
す
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
減
収
補
て
ん
に
つ
い

て
、
国
の
責
任
に
お
い
て
全
額
措
置
す
べ
き
で
あ
る
。

�

［
財
政
部
］

森
会
長
が
地
方
交
付
税
11
月
分
の 

早
期
交
付
等
に
つ
い
て
各
政
党
幹
部
に
要
請

　

11
月
５
日
、
８
日
、
森
会
長
は
、
民
主
党
の
細

野
政
策
調
査
会
長
、
自
由
民
主
党
の
溝
手
参
議
院

幹
事
長
、
脇
参
議
院
国
会
対
策
委
員
長
、
公
明
党

の
山
口
代
表
に
そ
れ
ぞ
れ
面
会
し
、「
地
方
交
付
税

の
執
行
抑
制
に
関
す
る
共
同
声
明
」（
10
月
30
日
地

方
六
団
体
）
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
の
11
月
分
の
早

期
交
付
並
び
に
、
各
都
市
自
治
体
の
財
政
運
営
に

支
障
を
来
さ
ぬ
よ
う
万
全
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う

強
く
要
請
。

�

［
企
画
調
整
室
］

国
と
地
方
の
協
議
の
場（
平
成
24
年
度 

第
２
回
会
合
）を
開
催
し
、
森
会
長
が
出
席

　

11
月
８
日
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
が
、
官
邸

で
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
は
森
会
長
が
出
席
し
、

平
成
25
年
度
予
算
概
算
要
求
、
地
域
主
権
推
進
大

綱
、
地
方
公
務
員
制
度
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
野
田
総
理
大
臣
か
ら
は
、「
国
と
地
方
の

協
議
の
場
は
、
法
制
化
後
、
分
科
会
も
あ
わ
せ
て

都
合
14
回
開
催
し
、
運
用
の
実
績
を
着
実
に
積
み

重
ね
て
い
る
。
国
と
地
方
が
対
等
な
立
場
で
対
話

を
行
う
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
地
方
自
治
に
影
響

を
及
ぼ
す
国
の
政
策
に
つ
い
て
、
地
方
の
皆
様
と

協
議
を
行
い
た
い
」旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

協
議
に
入
り
、
ま
ず
、
平
成
25
年
度
予
算
概
算

要
求
に
つ
い
て
、
地
方
六
団
体
か
ら
は
、
地
方
交

付
税
の
総
額
確
保
、
一
括
交
付
金
の
重
点
枠
を
含

め
て
の
所
要
額
の
確
保
、
雇
用
創
出
基
金
の
延
長

継
続
、
中
小
企
業
へ
の
金
融
面
で
の
支
援
、
中
小

企
業
対
策
、
特
区
を
活
用
し
た
成
長
戦
略
、
生
活
・

就
労
の
一
体
支
援
等
に
つ
い
て
要
請
し
た
。

　

森
会
長
か
ら
は
、
①
平
成
25
年
度
の
地
方
交
付

税
の
増
額
確
保
に
向
け
て
総
務
大
臣
の
尽
力
に
期

待
し
て
い
る
こ
と
、
②
税
制
改
正
に
つ
い
て
、
車

体
課
税
は
、
市
町
村
の
貴
重
な
財
源
で
あ
る
の
で
、

代
替
財
源
を
講
じ
る
こ
と
な
く
市
町
村
に
配
分
さ

れ
る
貴
重
な
財
源
を
一
方
的
に
奪
う
と
い
う
こ
と

は
絶
対
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
、
償
却
資
産

課
税
は
、
廃
止
の
場
合
は
年
額
６
０
０
０
億
円
近

い
減
収
の
見
込
み
が
あ
り
、
現
行
制
度
を
堅
持
す

る
こ
と
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
、
受
益
者
負
担
の

原
則
に
合
致
し
た
税
で
あ
る
の
で
、
現
行
制
度
を

維
持
す
る
こ
と
等
を
発
言
し
た
。

　

次
に
、
地
域
主
権
推
進
大
綱
に
つ
い
て
、
森
会

長
か
ら
、
素
案
の
中
で
、「
出
先
機
関
の
事
務
・

権
限
の
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の
移
譲
を
実
現
す
る
た

め
の
法
案
を
基
礎
自
治
体
等
関
係
団
体
の
理
解
を

得
る
た
め
の
取
組
等
も
進
め
つ
つ
、
国
会
に
提
出

す
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
①
市
長

会
の
中
で
、
極
め
て
強
い
反
対
の
意
見
が
あ
る
。

特
に
、
大
規
模
災
害
を
経
験
し
た
東
北
市
長
会
に

お
い
て
出
先
機
関
の
移
譲
に
つ
い
て
反
対
の
決
議

を
し
て
い
る
こ
と
を
重
く
見
て
い
る
、
②
ま
た
、

国
と
地
方
の
役
割
分
担
・
業
務
分
担
の
在
り
方
は
、
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法
律
で
定
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
移

譲
対
象
と
す
る
事
務
権
限
が
全
体
の
１
／
３
程
度

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
し
か
も
政
令
事
項
と
し
て

い
る
の
は
お
か
し
い
、
③
具
体
的
な
財
源
措
置
の

在
り
方
や
出
先
機
関
ご
と
に
異
な
る
管
轄
区
域
の

整
理
が
で
き
て
い
な
い
、
例
え
ば
、
福
井
県
は
近

畿
地
方
整
備
局
の
管
内
に
な
っ
て
い
る
が
ど
う
な

る
の
か
等
を
法
令
上
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
は
明

ら
か
に
し
た
上
で
の
提
案
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
、

④
先
般
の
説
明
で
、
配
分
権
と
か
予
算
権
を
国
に

残
す
と
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
広
域
連
合

は
何
を
す
る
の
か
、
４
階
建
に
な
る
だ
け
で
は
な

い
か
、
と
い
う
意
見
も
強
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
点

を
示
さ
ず
に
拙
速
に
進
め
た
場
合
は
、
非
常
に
強

い
反
発
が
出
て
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
等
の
発
言

を
行
っ
た
。

　

次
に
、
地
方
公
務
員
制
度
改
革
に
つ
い
て
、
地

方
六
団
体
か
ら
は
、
今
回
、
六
団
体
と
し
て
資
料

を
出
し
て
い
る
が
、
従
来
か
ら
色
々
な
問
題
点
を

指
摘
し
て
き
た
。
ま
ず
、
公
務
員
の
身
分
保
障
を

維
持
し
な
が
ら
協
約
締
結
権
を
付
与
す
る
の
は
、

明
ら
か
に
公
務
員
優
遇
で
あ
り
、
住
民
か
ら
理
解

を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
、
給
与
決
定
に

至
る
ま
で
の
行
政
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
の
は
明
ら

か
で
あ
り
、
地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
や

社
会
全
体
に
と
っ
て
の
便
益
を
明
ら
か
に
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
等
の
課
題
が
あ
り
、
も
っ
と
議
論
を

深
め
る
た
め
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
分
科
会

を
設
置
し
て
、
し
っ
か
り
し
た
議
論
を
展
開
し
て
、

そ
の
過
程
を
国
民
に
も
明
ら
か
に
し
て
い
く
中
で

改
革
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
六
団
体
の
共
通

の
意
見
と
し
て
、
地
方
の
意
見
を
真し
ん
し摯
に
反
映
し

た
案
と
し
な
け
れ
ば
、
地
方
の
納
得
を
得
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
り
、
現
行
の
法
案
化
に
つ
い
て
は

反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
等
を
発
言
し
た
。

　

森
会
長
か
ら
は
、
特
に
消
防
職
員
に
つ
い
て
は

消
防
団
と
非
常
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
熱
意
で
支
え
ら
れ
て
い
る
消
防

団
か
ら
見
て
、
消
防
職
員
の
団
結
権
が
ど
の
よ
う

に
映
る
か
と
い
う
こ
と
を
危き

ぐ惧
し
て
い
る
、
労
働

組
合
の
認
証
要
件
に
つ
い
て
同
一
公
共
団
体
職
員

が
過
半
数
を
占
め
る
こ
と
が
要
件
に
な
っ
て
い
る

が
、
自
律
的
に
勤
務
条
件
を
決
定
し
よ
う
と
す
る

中
で
他
の
職
員
を
含
め
る
の
は
理
解
し
難
い
等
を

発
言
し
た
。

　

政
府
か
ら
は
、
地
方
公
務
員
制
度
に
つ
い
て
は

様
々
な
懸
念
や
、
反
対
が
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識

し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
理
解
を
求

め
て
い
き
た
い
。
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
も
制
度

改
革
に
か
か
る
法
案
を
今
国
会
に
提
出
す
る
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
の
で
、
総
務
大
臣
と
地
方
六

団
体
と
残
り
の
時
間
、
引
き
続
き
議
論
を
詰
め
て

い
た
だ
き
た
い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
、
特
例
公
債
法
案
の
未
成
立
に

よ
る
地
方
交
付
税
の
執
行
抑
制
に
つ
い
て
、
政
府

か
ら
11
月
２
日
の
段
階
で
特
例
公
債
法
案
が
通
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
地
方
交
付
税
の
交
付
が
遅
れ

て
い
る
が
、
本
日
、
審
議
に
入
っ
た
の
で
11
月
中

に
通
常
の
11
月
分
を
全
て
自
治
体
に
交
付
で
き
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
む
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

�

［
企
画
調
整
室
］

「
民
主
党
地
域
主
権
調
査
会
」に 

森
会
長
が
出
席

　

11
月
８
日
、「
民
主
党
地
域
主
権
調
査
会（
会
長
：

川
端
達
夫
衆
議
院
議
員
）」が
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら

森
会
長
が
出
席
し
た
。

　

同
調
査
会
で
は
、
閣
法
「
国
の
特
定
地
方
行
政
機

関
の
事
務
等
の
移
譲
に
関
す
る
法
律
案
」（
出
先
機
関

の
事
務
・
権
限
の
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の
移
譲
）
に
つ

い
て
本
会
、
全
国
知
事
会
、
全
国
町
村
会
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。

　

森
会
長
か
ら
は
、
①
大
規
模
災
害
時
等
の
緊
急
時

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
大
規
模
災
害
を
経
験

し
た
東
北
地
域
の
市
長
の
皆
さ
ん
か
ら
、
原
案
の
ま

ま
で
は
実
態
と
し
て
有
効
に
機
能
し
な
い
と
の
指
摘

が
あ
る
こ
と
、
利
害
が
対
立
し
た
場
合
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
、
ま
た
地
方
整
備
局
の
管
轄
区
域
の
境

界
で
起
こ
っ
た
場
合
の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
等
の

問
題
が
あ
る
。
②
直
轄
事
業
の
箇
所
付
け
権
限
は
移

譲
の
対
象
外
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
そ
も
そ
も
広
域

連
合
は
何
を
や
る
の
か
。
４
階
建
て
に
な
る
だ
け
で

は
な
い
か
。
③
市
町
村
の
意
見
反
映
の
仕
組
み
に
つ

い
て
示
さ
れ
た
が
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
広
域
連
合
の
メ

ン
バ
ー
に
市
町
村
が
入
れ
な
い
の
か
等
の
問
題
が
あ

り
、
反
対
論
あ
る
い
は
慎
重
論
が
大
勢
を
占
め
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
示
さ
れ
て
い
る
案
で
は
、

本
会
と
し
て
納
得
で
き
る
状
況
で
は
な
い
こ
と
等
を

発
言
し
た
。
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理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
を
開
催 

「
平
成
25
年
度
国
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る 

提
言
」を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
当
面
す
る 

重
要
課
題
に
つ
い
て
７
件
の
決
議
を
決
定
・
要
請

　

11
月
15
日
、
全
国
都
市
会
館
に
お
い
て
理
事
・

評
議
員
合
同
会
議
を
開
催
。

　

総
務
省
の
大
石
総
務
審
議
官
か
ら
「
地
方
行
財
政

の
課
題
」
に
つ
い
て
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
正
副
会

長
候
補
者
選
考
委
員
会
の
推
挙
に
基
づ
き
山
口
・

千
歳
市
長
を
副
会
長
に
選
任
し
た
。

　

前
日
開
催
の
行
政
、
財
政
、
社
会
文
教
、
経
済

の
各
委
員
会
に
お
け
る
審
議
経
過
及
び
結
果
を
踏

ま
え
、「
平
成
25
年
度
国
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す

る
重
点
提
言
・
提
言
」
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
当

面
す
る
緊
急
か
つ
重
要
課
題
に
つ
い
て
は
決
議
を

も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
、「
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
旧･

復
興
に
関
す
る
決
議
」「
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
へ
の
対
応
と
安
全
対

策
等
に
関
す
る
決
議
」「
地
震
・
津
波
等
防
災
対
策
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下地防災担当大臣に要請する正副会長

民主党の逢坂統括副幹事長、福田副幹事長に要請する正副会長

自由民主党の中谷政務調査会長代理に要請する正副会長
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の
充
実
強
化
に
関
す
る
決
議
」「
真
の
分
権
型
社
会

の
実
現
を
求
め
る
決
議
」「
国
の
出
先
機
関
改
革
に

関
す
る
決
議
」「
社
会
保
障
制
度
の
充
実
強
化
に
関

す
る
決
議
」「
自
殺
総
合
対
策
の
抜
本
的
充
実
を
求

め
る
決
議
」を
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
全
国
市
長
会
決
算
の
承
認
、

平
成
25
年
度
全
国
市
長
会
各
市
分
担
金
の
決
定
を

行
っ
た
。

　

会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
は
、
下
地
防
災
担
当

大
臣
、
民
主
党
の
逢
坂
総
括
副
幹
事
長
、
福
田
副

幹
事
長
、
自
由
民
主
党
の
中
谷
政
務
調
査
会
長
代

理
等
に
対
し
て
、
決
議
・
重
点
提
言
の
実
現
に
つ

い
て
面
談
・
要
請
し
た
。

　

こ
の
他
、
各
委
員
会
正
副
委
員
長
等
は
そ
れ
ぞ

れ
関
係
府
省
及
び
国
会
議
員
等
に
対
し
、
所
管
の

重
点
提
言
の
実
現
に
つ
い
て
面
談
・
要
請
し
た
。
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地
方
公
務
員
の
労
働
関
係
に
関
す
る 

法
律
案
等
の
閣
議
決
定
及
び 

国
会
提
出
を
受
け
、
森
会
長
ほ
か 

地
方
六
団
体
会
長
が
声
明
を
発
表

　

11
月
15
日
、
地
方
公
務
員
の
労
働
関
係
に
関
す

る
法
律
案
等
の
閣
議
決
定
及
び
国
会
提
出
を
受

け
、
森
会
長
ほ
か
地
方
六
団
体
会
長
が
声
明
を
発

表
し
た
。

　

声
明
で
は
、
地
方
六
団
体
が
先
般
「
国
と
地
方
の

協
議
の
場
」
に
お
い
て
、
政
府
の
制
度
案
に
つ
い
て

問
題
点
等
を
指
摘
し
、
法
案
化
に
反
対
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
の
意
見
を
表
明
し
、「
国
と
地
方
の
協
議

の
場
」
に
お
け
る
分
科
会
を
設
置
し
議
論
を
尽
く
す

べ
き
と
の
我
々
の
意
見
に
拘
ら
ず
、
政
府
が
法
律

案
の
閣
議
決
定
を
行
っ
た
こ
と
は
甚
だ
遺
憾
で
あ

る
こ
と
を
表
明
し
た
。

�

［
行
政
部
］

「
国
の
特
定
地
方
行
政
機
関
の 

事
務
等
の
移
譲
に
関
す
る
法
律
案
」の 

閣
議
決
定
を
受
け
、
森
会
長
が
声
明
を
発
表

　

11
月
15
日
、「
国
の
特
定
地
方
行
政
機
関
の
事

務
等
の
移
譲
に
関
す
る
法
律
案
」
の
閣
議
決
定
を
受

け
、
森
会
長
が
声
明
を
発
表
し
た
。

　

声
明
で
は
、
①
東
日
本
大
震
災
等
に
お
い
て
出

先
機
関
の
果
た
し
て
い
る
役
割
を
踏
ま
え
れ
ば
、

特
定
広
域
連
合
に
出
先
機
関
の
事
務
等
が
移
譲
さ

れ
た
場
合
、
大
規
模
災
害
時
等
の
緊
急
時
に
お
け

る
危
機
管
理
体
制
や
迅
速
な
復
旧
・
復
興
を
は
じ

め
と
す
る
広
域
的
か
つ
機
動
的
な
対
応
等
に
つ
い

て
、
事
業
の
実
施
や
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
利
害
調
整
等

の
面
で
大
き
な
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
こ
と
、
②
移
譲
対
象
事
務
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、

法
律
上
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
全
体
像
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
、
③
具
体

的
な
財
源
措
置
の
在
り
方
、
出
先
機
関
ご
と
に
異

な
る
管
轄
区
域
の
整
理
・
統
合
や
国
の
関
与
等
の

重
要
事
項
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
の

問
題
等
に
つ
い
て
、
政
府
の
考
え
方
を
明
ら
か
に

す
べ
き
と
主
張
し
て
き
た
が
、
未
だ
議
論
が
尽
く

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
や
問
題
点
等
に
つ
い
て
、
基
礎

自
治
体
の
意
見
を
踏
ま
え
た
具
体
的
か
つ
丁
寧
な

議
論
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま

で
の
基
礎
自
治
体
の
数
次
に
わ
た
る
主
張
を
十
分

に
斟し
ん
し
ゃ
く酌

す
る
こ
と
な
く
、
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
る

と
い
う
慌
た
だ
し
い
時
に
、
法
律
案
の
閣
議
決
定

を
行
っ
た
こ
と
は
、
基
礎
自
治
体
を
重
視
し
た
地

域
主
権
改
革
の
推
進
を
標
榜
す
る
政
府
の
姿
勢
に

反
す
る
も
の
で
あ
り
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
旨
を
表

明
し
た
。
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